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身
体
障
害
者
等
の
方
に

　
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
を
受
付

　

身
体
障
害
者
等
で
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
方
は
、普
通
自
動
車
・

軽
自
動
車
等
の
う
ち
い
ず
れ
か
一

台
の
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車

税
の
減
免
を
申
請
で
き
ま
す
。

新
規
に
平
成
20
年
度

　
　
減
免
申
請
さ
れ
る
方

　

５
月
26
日
（
月
）
ま
で
に
総
合

窓
口
へ
次
の
書
類
等
を
持
参
し
、

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
①
印

鑑
（
認
印
可
）
②
運
転
者
の
運
転

免
許
証
③
車
検
証
④
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
。
障
害
等
の
等
級
ま
た
は
車

両
の
使
用
状
況
等
に
よ
り
減
免
を

判
定
し
ま
す
。

平
成
19
年
度

　
減
免
を
受
け
て
い
た
方

　

軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書
（
継

続
用
）
を
郵
送
し
ま
す
。
減
免
を

受
け
る
車
両
ま
た
は
運
転
者
の

変
更
等
が
な
け
れ
ば
、
４
月
16
日

（
水
）
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

変
更
が
あ
る
場
合
は
、
新
規
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

※
普
通
自
動
車
税
の
減
免
申
請

は
洲
本
県
税
事
務
所
（
☎
26
・

２
０
２
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

戸
籍
、
住
民
票
等
を
取
得
の
際
、
窓
口
審
査
が
厳
格
化

　
　
　
５
月
か
ら　

本
人
確
認
を
行
い
ま
す

　

５
月
か
ら
、
戸
籍
・
住
民
票
等

を
取
得
す
る
際
の
窓
口
審
査
が
厳

格
化
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
南
あ

わ
じ
市
で
は
、
第
三
者
が
本
人
に

な
り
す
ま
し
て
届
出
を
す
る
、
と

い
っ
た
虚
偽
の
届
出
を
防
止
す
る

た
め
、
住
所
の
異
動
・
戸
籍
の
届

出
の
際
に
本
人
確
認
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、法
律
の
改
正
に
伴
い
、

戸
籍
・
住
民
票
等
を
取
得
す
る
際

に
も
、
窓
口
へ
来
た
人
の
本
人
確

認
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
戸
籍
・

住
民
票
等
の
交
付
を
請
求
で
き
る

場
合
が
限
定
さ
れ
ま
す
。

◆
本
人
確
認
で
き
る
書
類

▽
１
枚
で
確
認
で
き
る
も
の

　

運
転
免
許
証
、
旅
券
、
写
真
付

き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等

▽
２
枚
以
上
の
提
示
が
必
要
な
も

の　

健
康
保
険
被
保
険
者
証
、

年
金
証
書
、
写
真
な
し
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
等

◆
請
求
で
き
る
者

▽
戸
籍
謄
本
等　

戸
籍
に
記
載
さ

れ
て
い
る
本
人
ま
た
は
そ
の

配
偶
者
、
直
系
親
族

▽
住
民
票
等　

本
人
ま
た
は
同
一

世
帯
に
属
す
る
者

※
右
記
以
外
の
方
は
、
正
当
な
理

由
を
申
請
書
に
記
載
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

平成 20年度固定資産税における

土地・家屋価格縦覧帳簿が
　　　　ご覧になれます
◆期間　４月１日（火）～６月２日（月）
　　　　平日8:30～ 17:15
◆場所　税務課（三原庁舎）
◆対象者　土地・家屋の納税義務者
問税務課☎43-5022

開園時間：9時～ 18時（季節により変更あり）
入 園 料：大人800円、小人400円
電 話：43-2626（お間違えのないように）

元気なアルバイトスタッフ大募集
遊具、レストラン、販売など。

ご希望の方は、電話の上、履

歴書をご送付ください。

〒656-0443　南あわじ市八

木養宜上1401

下
水
道
に
早
期
接
続
を

　
　
阿
那
賀
（
丸
山
）
・
津
井
地
区
で
使
用
区
域
が
拡
大

　

下
水
道
は
豊
か
な
自
然
を
守

り
、
快
適
な
環
境
を
守
る
た
め

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で

す
。
下
水
道
整
備
が
完
了
し
て
い

る
地
域
の
方
は
、
早
期
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

区
域
の
拡
大

　

３
月
31
日
か
ら
、
次
の
区
域
で

下
水
道
が
使
用
可
能
に
な
り
ま
し

た
。

▽
丸
山
処
理
区　

志
知
川
・
松
ヶ

谷
・
小
磯
の
一
部

▽
津
井
処
理
区　

雁
来
・
中
央
・

中
津
浦
の
一
部

早
期
接
続
に
奨
励
金

▽
下
水
道
の
供
用
開
始
後
１
年
以

内
に
排
水
設
備
工
事
を
行
い
、

公
共
ま
す
に
つ
な
ぎ
込
み
を

さ
れ
た
方
は
、
３
万
２
４
０
円

▽
下
水
道
の
供
用
開
始
後
１
年

を
超
え
２
年
以
内
の
場
合
は
、

１
万
５
千
１
２
０
円

問
企
業
経
営
課
☎
50
・
３
０
３
７

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

該当者
年間介護保険料額

18年度 19・20年度
第４段階の者
のうち、税制改
正がない場合

第1段階 25,740円 32,370円
第２段階 25,740円 32,370円
第３段階 32,370円 35,490円

第５段階の者
のうち、税制改
正がない場合

第1段階 29,250円 39,000円
第２段階 29,250円 39,000円
第３段階 35,490円 42,120円
第４段階 42,120円 45,240円

　

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

は
世
帯
（
４
月
１
日
時
点
）
市
町

村
民
税
の
課
税
状
況
や
本
人
の
収

入
な
ど
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

　

転
入
や
65
歳
到
達
等
に
よ
り
、

４
月
２
日
以
降
に
資
格
取
得
し
た

方
は
、
資
格
取
得
し
た
日
が
世
帯

の
基
準
日
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
算
出
基
準
は
、
図
１

の
と
お
り
で
す
。

第
４
・
第
５
段
階
に
該
当

す
る
方
に
つ
い
て

　

18
年
度
の
税
制
改
正
の
影
響
に

よ
り
、
今
ま
で
は
市
町
村
民
税
非

課
税
だ
っ
た
方
が
課
税
に
変
わ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
方
に

は
、
急
激
に
介
護
保
険
料
額
が
上

が
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
激
変
緩
和

措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
保
険
料
額

は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

の
対
象
と
な
る
年
金

　

対
象
と
な
る
年
金
は
次
の
３
種

類
で
す
。
①
老
齢
（
退
職
）
年
金

②
遺
族
年
金
③
障
害
年
金
。

※
老
齢
福
祉
年
金
は
天
引
き
の
対

象
外
。
年
金
が
年
額
18
万
円
未

満
の
方
も
対
象
外
で
す
。

第４・５段階うち激変緩和対象者の介護保険料

所得段階 対　象　者
年間保険料額

（計算方法）

第１段階

生活保護受給者および老齢福祉

年金（※１）受給者で、世帯全

員が市町村民税非課税の者

19,500円

（基準額×0.5）

第２段階

世帯全員が市町村民税非課税の

者で、本人の課税年金収入額と

合計所得金額（※２）の合算額

が80万円以下の者

24,180円

（基準額×0.62）

第３段階
世帯全員が市町村民税非課税の

者で、第２段階に該当しない者

29,250円

（基準額×0.75）

第４段階

世帯の誰かに市町村民税が課税

されているが、本人は市町村民

税非課税の者

39,000円

（基準額）

第５段階

本人が市町村民税課税で、前年

の合計所得金額（※２）が200

万円未満の者

48,750円

（基準額×1.25）

第６段階

本人が市町村民税課税で、前年

の合計所得金額（※２）が200

万円以上の者

58,500円

（基準額×1.5）

あなたの介護保険料は？

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る

市
町
村
民
税
を
納
め
て
い
る

同
じ
世
帯
に
市
町
村
民
税
を

納
め
て
い
る
人
が
い
る

合
計
所
得
金
額
が

２
０
０
万
円
以
上

で
あ
る
（
※
２
）

課
税
年
金
収
入
と
合
計

所
得
の
合
算
額
が
80
万

円
以
下
で
あ
る
（
※
２
）

老
齢
福
祉
年
金
を

受
給
し
て
い
る
（
※
１
）

はい

いいえ

いいえ いいえ いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

※１　老齢福祉年金＝明治44年４月１日以前に生まれた者。または大正５年４月１日以前に生まれた者で一定条件を満たす者が受けている年金
※２　合計所得金額＝「所得」とは実際の「収入」から「必要経費の相当額」を差し引いた額

20
年
度

（表１）

（図１）

※
年
度
途
中
に
65
歳
に
な
る
方
の

特
別
徴
収
の
開
始
は
、
65
歳
に

な
っ
て
か
ら
約
10
か
月
後
の

最
初
の
偶
数
月
か
ら
。
そ
れ
ま

で
の
間
は
、
普
通
徴
収
と
し
て

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
決
定
通
知

　

仮
徴
収
の
通
知
は
４
月
10
日
頃

に
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
年
間
保

険
料
額
を
決
定
後
、
７
月
中
旬
に

本
徴
収
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

問
長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

市
県
民
税
と
固
定
資
産
税

　
　
前
納
報
奨
金
が
減
額　
20
年
度
か
ら

　

こ
れ
ま
で
、
市
県
民
税
と
固
定

資
産
税
を
１
期
に
全
期
分
を
納
め

る
と
、
２
期
以
降
の
各
納
期
の
税

額
に
未
到
来
の
月
数
一
月
あ
た
り

０
・
６
％
の
率
で
計
算
さ
れ
る
金

額
を
前
納
報
奨
金
と
し
て
交
付
し

て
い
ま
し
た
。

　

20
年
度
か
ら
は
こ
の
率
を

０
・
３
％
に
改
正
し
、
報
奨
金
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
２
期
以
降
の
各
納
期
の

税
額
が
20
万
円
（
現
行
30
万
円
）

を
越
え
る
場
合
、
超
え
る
部
分
は

報
奨
金
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

20
年
度
か
ら
前
納
を
中
止
さ
れ

る
方
や
前
納
を
始
め
る
方
は
、
４

月
30
日
ま
で
に
、取
引
金
融
機
関
・

市
役
所
総
合
窓
口
・
税
務
課
で
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

廃
食
油
（
て
ん
ぷ
ら
油
）

の
回
収
つ
い
て

▽
回
収
日
時　

毎
月
第
１
火
曜

日
午
前
９
時
〜
正
午

※
５
月
は
、
５
月
13
日
（
火
）

▽
回
収
場
所　

市
役
所
各
庁

舎
・
連
絡
所
等

※
沼
島
出
張
所
、
灘
連
絡
所
は

偶
数
月
の
み

▽
回
収
方
法　

専
用
の
ポ
リ
タ

ン
ク
へ
、
じ
ょ
う
ご
で
ろ
過

し
、
お
入
れ
く
だ
さ
い

問
生
活
環
境
課
☎
43
・
５
０
２
４




